
 
 

IGES COP25 報告セミナー 
「新たなベンチマーク - 1.5℃・2050・ネットゼロ」 

開催のお知らせ 
 
公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）は、12 月 23 日（月）、東京・イイノホールにて「COP25 報告セミナー

新たなベンチマーク - 1.5℃・2050・ネットゼロ」を開催いたします。  
 
12 月 2 日から 13 日にかけて、スペイン・マドリードにて、国連気候変動枠組条約第 25 回締約国会議（COP25） 
が開催されています。現地では「パリ協定ルールブック」の最後の重要ピースといわれる第 6 条の交渉が進むのと併

せ、2020 年までの提出あるいは改訂が求められている温室効果ガス排出削減のための国別目標（NDC）の引き上

げに向けて、議長国チリのイニシアティブによる気候野心同盟（Climate Ambition Coalition）への参加が呼びかけ

られています。IGES も現地に職員を派遣し、交渉支援・最新情報の収集に加え、国内外の研究機関との共同によ

るサイドイベント開催などを通じて、「2050 年正味排出ゼロ（ネットゼロ）」に向けた国際機関、各国、企業や自治体な

どの非国家主体による対話に貢献いたします。  

 
本セミナーでは、COP25 に参加された日本の企業、自治体、ユースをお招きし、現地で得られた知見、今後の緩和

と適応への取り組み、日本の長期戦略や NDC への思いなどをお話しいただきます。また、昨年から今年にかけて公

表された「1.5℃」、「土地」、「海洋・雪氷圏」に関する 3 つの IPCC 特別報告書のキーメッセージを振り返り、私たち

の身近に迫っている気候変動の影響、NDC 引き上げの重要性、対策の緊急性について、専門家パネリストとご来

場のみなさまによるディスカッションを行います。さらに、IGES 研究員より、パリ協定ルールブックをめぐる国際交渉の

要点をいち早く報告するとともに、各国の NDC や非国家主体の動きをご紹介いたします。 
 
詳細はお申込みサイトにてご確認ください。なお、IGES では、COP25 や IPCC 特別報告書について、以下の特集

ページにて、最新情報と関連する IGES の研究活動や成果をご紹介しています。どうぞ併せてご覧ください。 
 
■COP25 特集ページ:  https://iges.or.jp/jp/projects/cop25 
■IPCC 特集ページ:  https://iges.or.jp/jp/projects/ipcc 
  

2019 年 12 月 6 日 

プレスリリース 



 
【セミナー開催概要】 
日   時： 2019 年 12 月 23 日（月） 13：30-17：00 （受付開始：13：00） 
場   所： イイノホール（東京都千代田区内幸町 2-1-1 飯野ビルディング 4F）  
   http://www.iino.co.jp/hall/access/ 
主   催： 公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES） 
後   援： 一般社団法人イクレイ日本 
参 加 費： 無料 
定   員： 500 名 （先着申込み順です。定員に達し次第申込締切予定） 
申込方法： IGES お申込みサイト （https://iges.or.jp/jp/events/20191223）より、お申込みください。 
 
【プログラム概要】 

13:30- 開会挨拶 IGES 理事長 武内 和彦 
13:35-13:45 来賓挨拶 環境省（調整中） 
13:45-14:45 第 1 部：ステークホルダー対話 

 「気候変動の猛威・日本のとるべき道は？ ～脱炭素社会に向けて～」 
ユース        （調整中） 
企業・金融 （調整中） 
自治体       下間 健之 京都市環境政策局地球環境・エネルギー担当局長 
ファシリテーター：  武内 和彦 IGES 理事長 

14:45-15:00 休憩 
15:00-16:00 第 2 部：IPCC 特別報告書シリーズからのキーメッセージ 

(1) 1.5 度特別報告書 甲斐沼 美紀子 IGES 研究顧問 
(2) 気候変動と土地   山ノ下 麻木乃 IGES 自然資源・生態系サービス領域プログラムマ

ネージャー 
(3) 海洋・雪氷圏   榎本 浩之 国立極地研究所副所長／国際北極環境研究センター  
ファシリテーター：    田辺 清人 IPCC インベントリータスクフォース共同議長／IGES 上席

研究員 
（Sli.do による会場参加型ディスカッション） 

16:00-17:00 第 3 部：国際交渉の結果と国際動向 
(1) パリ協定ルールブック交渉の結果  
 高橋 健太郎 IGES 気候変動とエネルギー領域 プログラムマネージャー 
(2) 各国の国別目標（NDC）及び非国家主体の動向 
 田村 堅太郎 IGES 気候変動とエネルギー領域 プログラムディレクター 
ファシリテーター：  石川 智子 IGES ナレッジマネージメント・連携担当ディレクター 
（Sli.do による会場参加型ディスカッション） 

17:00 閉会挨拶 IGES 所長 森秀行 
※上記プログラムは変更となる可能性がございます。 

 



 
公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES: Institute for Global Environmental Strategies）について 
IGES は、アジア太平洋地域における持続可能な開発の実現に向け、国際機関、各国政府、地方自治体、研究機関、企
業、NGO 等と連携しながら、気候変動、自然資源管理、持続可能な消費と生産、グリーン経済などの分野において実践
的な政策研究を幅広く行っています。1998 年、日本政府及び神奈川県の支援により設立。本部は神奈川県葉山町に所
在し、約 100 名の研究者を擁し、その約 3 分の 1 が外国籍。関西（兵庫県）、北九州、北京、バンコク、東京の各センタ
ー・事務所と共に、グローバル及びアジア太平洋地域のネットワークを生かした戦略研究を展開しています。     
 
     
 【このプレスリリースに関するお問い合わせ】 
公益財団法人 地球環境戦略研究機関 (IGES)   http://www.iges.or.jp/ 
広報担当： 庄（しょう） Tel: 046-855-3845 Email: iges_pr@iges.or.jp 
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